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*06～ 07年磨 活 ]掃精函 の訂正 と変更 のお願い

※ 記述の中で以下に誤 りがございましたので、恐れ入 りますがご訂正をお願い致します。

貢 訂正前 訂正後
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合 同 地 区 委 員 会 を 開 催 す る に あ た り

ガバナー 岩 田 宙 造

2006～2007年 度の地区委員という大役をお引き受けくださいましたことに心から感謝いたし

ますとともにこれか ら一年間私 と一緒に地区内クラブの活性化にご尽力いただきますことをお

願い申し上げます。

ロータリーはすでに第2世紀がスター トしました。ロータリーの基本をあらためてよく理解 し、

日標に向かって私達ロータリアンが一九となって率先 して活動することが期待 されています。

これまでの地区の方針であるクラプを主体 とする活動、この素晴 らしい伝統 と成果を引継いで

更なる発展をするためには地区委員会の皆様の積極的な活躍が必要となります。

今年度は、『Lead The Way、 率先しよう』のテーマの下に、皆様方にはこれまでの豊かな

経験 と深い知識を生かしていただいて、今一度地区委員としての使命を自覚 し、その任に当た

ってくださることをお願いいたします。

地区運営に関しましては、効率化 と、皆様方 との情報の共有に努めたいと思います。地区リ

ーダーシツププラン (DLP)の もとに、ガバナー補佐の皆様には、地区研修 リーダー、地区委

員会との意思疎通を図 り、三者一体 となって、各クラブとの情報交換、さらにはクラブの効果

的な活動を支援 していただきたいと考えています。

毎月のガバナー補佐会議、新たに、地区委員長 との意見交換会、さらに情報の収集、共有の

ために地区ホームページの充実を行いますので充分にご活用 ください。

地区活動に関しては、継続性の重要性を考慮 し、RI会 長の強調事項の実践には親睦と教育を

副題として加えました。会長賞 (ロ ーターアク ト会長賞 も含む)受賞には積極的に参加を奨励

いたします。また近年注目されDLPの一環でもある内部組織の変更に関するクラブリーダーシッ

ププラン (CLP)についても充分に検討をお願いし、そのための支援を地区としても積極的に

行いたいと思います。CLPに 関しては懇談会を設け、プランの充分な検討とクラブヘの適切な

対応を行いたいと考えています。

なおゾーンコーディネーターとして、水保全 :成 川守彦会員、会員組織 :亀 岡弘会員、公共

イメージ支援 :美馬輝三会員がRIと 地区との情報交換のためにご支援 くださいますことをお知

らせ しておきます。

皆様には『ニーズを見極め、誠実な協力、ひたむきな努力』を期待 し『率先 して』活動をし

ていただきたいと願っています。委員会の活性化、脱マンネリ化 と同時に予算の効率化 も期待

してお ります。

最後に、各クラブが推奨される効果的なロータリークラブとして活動されますよう地区委員

会の皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。
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地 区 ガ バ ナ ー 指 名 委 員 会

委 員 長 神 崎 茂  (大

和 之  (大

嘆 夫  (千

紀 男  (大

宏 章  (大

阪  西 )

委   員 寺 田

上
　
林
　
田

RI細則13.010項 に従い、2009～2010年 度ガバナー・ノミニーを、ガバナーとして就任する日

の直前24ヶ 月以上30ヶ 月以内に選出すべ く努めます。

阪

里

東

北

阪

　

阪

井
　
若
　
宮

同

　

同

　

同
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意 義 あ る 業 績 賞 委 員 会

委 員

委

委

長 神 崎

員 若 林

員 宮 田

茂  (大

紀 男  (大

宏 章  (大

阪
　
阪
　
阪

西)

東 )

」ヒ)

ロータリークラブの有意義で卓越 したロータリー活動に対して、RIか ら「意義ある業績賞」

が贈呈されます。そのために、各地区ガバナーは受賞クラブを選び、 RIに選定を証明する手

続きをとることになっていますが、本年度の第2660地 区における選定の基準及び手続 きは次の

通 りであ ります。 (申 請手続については2004年 版手続要覧 P69参照 )

◇選定の基準

受賞資格 を有するのはクラブのプロジェク トのみであること、又、推薦で きるのは 1地 区に

つ き 1ク ラブであることにご留意下 さい。既 に「意義ある業績賞」 を受賞 したことのあるプ

ロジェク トは、重ねて業績の認証 を受けることはで きません。「意義ある業績賞」に推薦す

るプロジェク トを選定する前に、次の選定基準 を満た しているか どうか確認 して下 さい。

・地元地域社会の深刻 な問題やニーズに取 り組 む ものである (い かに意義あるものであって も、

国際奉仕プロジェク トは本賞の受賞資格があ りません。 )

・単なる金銭的奉仕ではな く、 クラブ会員の大半 または全員が、直接参加 しているものである。

・クラブの規模、お よび利用可能な資源に釣 り合ったものである。

・地域社会におけるロー タリーのイメージを向上 させるものである。

・他のロータリークラブの模範 とな りうるものである。

・現在実施中、 もしくは本賞が授与 されるロー タリー年度中に完了するものである

(た だ し、現 ロー タリー年度に開始 されたものである必要はあ りません)。
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国 際 大 会 記 念 事 業 委 員 会

特 別 顧 問

委 員 長

委   員

同

同

同

同

近 藤 雅 臣

若 林 紀 男

大 谷   透

常 楽 寺 喜 雄

早 嶋   茂

長 澤 利 治

伊 藤 貞 男

(千

(大  阪

(大 阪

(東 大

(大

(茨

(大  阪

西

阪

里

東

南

東

阪

木

東

2004年 5月 23日 ～26日 の期間に開催された第95回 RI国 際大会の成功を記念し設立された当委

員会は、いつまでも大阪国際大会の熱気 と友情に包まれた想い出を残す為に、「ロータリー・

プロムナー ド (ロ ータリーの散歩道)」 と名付けた記念事業を企画し遂行致してお ります。

記念事業は現在進行中の中之島高速鉄道m(第 三セクター)に よる中之島新線延伸工事 (京

阪天満駅より仮称玉江橋まで)が 2009年 開業の運びとなった時点で完結する予定であります。

国際大会のメイン会場 となった大阪国際会議場・リーガロイヤルホテルの前に設置 される

(仮称)玉江橋から東へ約600m余 りの長さに渡って記念の植樹をし、季節になると花を咲かせ

「ロータリーの散歩道」 として多 くの市民に親しまれる名所 となる事を期待 した企画でありま

す。事業そのものが少々ロングランではありますが、市当局並びに中之島高速鉄道mと の連携

を密にし、2660地 区全ロータリアンの誇れる事業となる様、努力致します。
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ク ラ ブ 奉 仕 部 門

クラブ奉仕・拡大増強委員会

委 員 長

副委 員 長

副 委 員 長

委   員

同

同

同

同

同

基本方針

RIボ イ ド会長の「率先 しよう」のテーマのもとに、岩田ガバナーの「ニーズを見極め、誠

実な努力、ひたむきな努力を」の方針を実践するにあた り、現在ロータリークラブが抱えてい

る共通の問題として「クラブ組織強化」「クラブ活性化」「会員増強」であります。

ロータリー長年の制度疲労 もあ りますが、その大部分がクラブ奉仕・拡大増強委員会の課題

であり「ニーズを見極め」研鑽を深め今期の委員会活動を図りたいと考えます。

奉仕の第2世紀において、こうした現状を踏まえ効果的なクラブ組織により、クラブ強化を図

る目的でRI推奨、クラブ・リーダーシップ・プラン「 CLP」 の検討を推奨 し、より現実的

なクラブ運営が出来るよう、ガバナー・ガバナー補佐 との連携のもと、クラブの意向を尊重 し

ながら「見極め、協力」していきたいと考えます。

本年度、岩田ガバナーが各クラブ純増一名の目標の達成を要請されておられます。地区とし

て86名 以上の純増を、各クラプの「ひたむきな努力」に出来得る限 り協力 したいと考えます。

会員増強こそロータリー活動のエネルギーであ ります。

活動計画

1.拡大・増強セ ミナーの開催

日 時   平成 18年 9月 9日 (土 )

場 所   薬業年金会館

川 上 善

足 立 陽

稲 田 明

南 賀 勝

小 寺 潤

藤 沢

松 川1 雅

奥   公

井 上 家

司 (大 阪 平 野)

一 (大 阪 中 央)

人  (八     尾)

之 (大 阪 城 南)

一  (豊      中)

肇 (大 阪 心 斎 橋 )

典  (新   大  阪)

男  (大阪イブニング)

昌 (東 大 阪 東)
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テーマ   会員の維持 と増強

講 師   RI会 員組織地域 コーデ ィネーター

第2640地 区パス ト・ガバナー  亀岡 弘

I M8組 別にてバズセ ッションの後、報告会

挨 拶   岩田ガバナーより増強の挨拶 と講評

2.地 区クラブ奉仕委員会  クラブリーダーシップ・プラン「 CLP」 セ ミナー

日 時   未 定

場 所   未 定

テーマ   「 CLP」 の実情にあった取組みについて

講 師   未 定

ガバナー補佐 に賛成、反対の意見に分かれて討論会を予定

3.2006年 -7年度、全国地区増強委員長セ ミナーヘの参加

テーマ    「会員増強の方針」他地区委員長 とのバズセ ッション

4.ガバナー補佐会や IM組 毎の会長,幹事会に出来る限 り出席 し、情報交換等を行いそれぞれ

の課題について連携 を深めたい と考えます。

5.2006年 -7年 度の RI規 定審議会で、採択 されるRI定 款、 RI細 則、標準 クラブ定款等、

クラブ規定,情報委員長会議で改正事項 を、各クラブに周知徹底 を図 りたいと考 えます。

6.各課題について委員会 を年間四回開催 し、会長、幹事、クラブ奉仕委員長に其の都度、情報

の提供等で協力 してい きたいと考えます。

7.IM組 毎 に当委員会 より1名 が担 当 しセ ミナーや会長、幹事会 を通 じガバナー補佐 と協力 を

図 りたいと考えます。

Io M.組毎分担表 (敬称略 )

Ｈ
ｕ

，
■ ガバナー補佐名 クラブ数 クラブ奉仕委員会担当者

第 1組
神内 紘典

(箕面)

8
小寺 潤一

(豊中)

第 2組
岩井 祐造

(高槻)

12
井上 家昌
(東大阪東)

第 3組
金森 市造
(く ずは)

11
稲田 明人

(八尾)

第 4組 井出 幸彦
(東大阪西)

9
松川 雅典
(新大阪)

第 5組
鍛治 正行
(大阪梅田東)

13
足立 陽一

(大 阪中央 )

第 6組
小松 弘人
(大阪城東)

12
南賀 勝之
(大阪城南)

第 7組
橋本 憲之
(大阪南)

11
藤澤 肇

(大阪心斎橋 )

第 8組
小山 隆三

(大阪阪南 )

10
奥 公男

(大阪イブニング)
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情報 。広報委員会

委 員 長 左

副 委 員 長 西

委   員 谷

同   早

同   溝

同   木

同   中

藤   孜

村 真一郎

口   浩

嶋   茂

手 敦 信

村 芳 樹

筋 一 朗

(大  阪  南)

(大  阪  西)

(池 田 く れ は)

(大     阪)

(大  阪  東)

(大  阪  南)

(大  阪  西)

基本方針

国際ロータリー会長は、いずれもロータリーが活動する上で情報広報の重要性を力説してい

るが、委員会としてもこの方針を体 し効果的な広報活動を推進する。特に各クラブとの連絡を

密にし必要な情報を共有し、ロータリークラブのイメージアップに努める。

活動計画

1.適 当な時期に情報広報部門の委員長会議 を開催 し、ロー タリークラブの広報活動 について共

通の認識を持ち、具体策を検討 したい。

2.ク ラブ内広報 とクラブ外広報の両面か らキメの細かい活動 に努め、特 に各クラブとはホーム

ページ等 を活用す ると共 にネ ッ トワークを構築 し、 クラブにとって参考 になる情報の交流 に

努めたい。

3.ク ラブ外広報 としてはマスコミ各社 との交流 をはかると共に各 クラブのマス コミ関係会員の

協力 を得 る事 も考慮 したい。
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職 業 奉 仕 部 門

職業奉仕委員会 委 員 長 岩 本

副委員長 村 木

委  員 畑 田

同   上 田

(大 阪 そ ね ざ き)

(新  大  阪)

(豊     中)

(大 阪 大 手 前)

洋 子

茂

耕 一

耕 司

近年、 2660地 区は組織と予算のスリム化に腐心してこられました。

これを受けて、職業奉仕委員会も今年度から少人数化・事業計画の集中化を図 りたいと考え

ます。委員数を 4人 としました。事業としてロータリアンの「内なる職業奉仕 =自 己研鑽」 と

「他者への職業奉仕 =ロ ータリアンによる出前授業の推進」を事業 目標 とし、各クラブに実践

を呼びかけていきます。

(具体的事業 )

1.4月 の地区協議会で、畑田耕一委員が、小学校への出前授業のモデルを各クラブの職業奉

仕委員長さんの前で実践 して頂きました。ロータリアンが自分の職業について小学生にわか

るように、しかも各分野の基本原理を話し、彼 らの未来モデルを提示するのです。

2.8月 に再度、各クラブの職業奉仕委員長さんにお集まり頂き、自己研鑽のための講演会を

企画しています。

3.昨年から製作を始めた「職業奉仕のお話」の冊子を増頁します。

前年度と同じようなことをしているように思えますが、毎年、各クラブの職業奉仕委員長さ

んは変わ ります。「継続は力なり」です。ロータリーの次の 100年 のために、また、次世代

の子供達のために、そして、次世代のロータリアンのために、自己研鑽 と教育奉仕を提言して

いきたいと思います。

以  上
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社 会 奉 仕 部 門

社会奉仕委員会

委 員 長 江

副 委 員 長 樋

同   浦

委   員 江

同   由

同   表

同   宮

夫 (豊 中 千 里)

夫 (摂     津)

雄 (箕 面 中 央)

哉 (大     阪)

善 (吹  田  西)

治 (池 田 く れ は)

明  (く   ず  は)

上 清

上 幸

川 光

藤 光

上 時

寛

田

社会奉仕に対するロータリアンのすべてが、個人生活、事業生活、および社会生活に奉仕の

理想を適用することを奨励、育成することである、と社会奉仕に関する決議声明があります。

社会奉仕を通 じて、地域 と一体になり、よりこまやかな活動を進めてまい りたいと思ってお

ります。充実した社会奉仕活動を行うために各クラブのご理解 とご協力をお願い致します。

<社会奉仕活動 >

近年若年者の薬物乱用が問題視 されてお り大阪府薬務課 と協力 し、 ダメ・ゼ ッタイ運動 を重

要テーマ として取 り組んでい く予定であ ります。

(イ )ダ メ・ゼ ッタイ運動の展開

薬物乱用防止運動 ・特 に麻薬覚醒剤 など薬物使用の低年齢化

薬物依存は乱用者、乱用薬物、乱用 を許す社会環境 という「人・物 ・環境」の

三要素で構成 されている。

(口 )献血運動の充実

企業献血、 クラブ献血の拡大

日本赤十字血液セ ンターの現状 について

(ハ )ユ ネスコ、寺子屋運動 に協力

エ リーニ・ユネスコ協会 よりの協力依頼に基づ き、「ユネスコ・世界寺子屋運動」
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の協力を各クラブヘ呼びかける。

書き損 じハガキ 1円 募金等

<環境保全活動 >

日常生活と地球環境 との関わりについて関心を高めることが大切であると考え、さまざまな

運動に積極的に参画し、意識の高揚 と活動の普及に努めてまいります。工場か ら、又 自動車が

引き起こす様々な公害を、国として、また企業 として取 り組み、地球をクリーンにしようとい

う運動が世界全体規模で実施されてお ります。

環境保全関係は、以上のような時代背景も踏まえて活動 してまいります。

○ 「豊かな環境づ くり大阪府民会議」の重点行動 目標に強調 した運動の推進

○ おおさか環境賞対象クラプの推薦

○ 世界環境デー6月 の環境月間の運動への参画

○ なにわエコ会議に参画

○ 環境保全セミナー開催

<交 通安全活動 >

交通戦争の中で私たち一人一人が自覚を持ち、交通法規の遵守につ とめ交通災害を減 らし、

地域社会にどうすれば貢献できるか会員の皆さまと一緒に考えていきたいと思います。

○「春の全国交通安全運動」キャンペーンに参加

○ 「ノーマイカーデー」コンテス トの実施

○ 交通問題対策協議会の設置

<社会奉仕関連活動 >

社会奉仕活動は広域活動 ともいわれていますが、災害に対 し義援金依頼の協力、又現在大 き

な社会問題であ ります青少年に対する犯罪 と教育の問題も、青少年委員会との共同活動 として

考え、又社会奉仕 としても重要な問題として取 り組んでまいります。

皆様方のご理解 とご指導ご鞭撻によりまして、社会奉仕活動に努めてまい りたいと思います。

どうぞよろしくお願い申し上げます。
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青 少 年 奉 仕 部 門

新世代合同委員長会議

議   長 井

泉

高

田

徳

溝

力旧

1ヒ

上

橋

中

岡

端

藤

川

嘆 夫

博 朗

敏 朗

啓 之

昭七郎

正 信

隆

哲

(千     里)

(大 阪 住 吉)

(守     日)

(大     東)

(大 阪 天 満 橋 )

(東 大 阪 東)

(八     尾)

(大  阪  南)

本会議は当地区独 自の もの として、近藤 ガバナー年度に導入 されました。

その趣 旨は、 ロー タリーは過去及び現在 も新世代の人々 とその活動 を通 じ数多 く係 って きて

お りますが、 しか し、折角の係わ りは活動の終わ りによって途切れて しまいます。

この関係 をいかに未来に向かって継続 していけるかを模索 し、実現 させてい くのかにあ りま

す。

一方、地区組織 は各奉仕部門に分かれ、新世代 に関係する委員会は4つ の部門に所属 してお りま

す。

縦割 りの組織 を横断 し、各委員会がひとつの方向に向かって行 く任務 を帯びてお りますが、

組織作 りだけでは機能致 しません。

代々の議長の努力 によ り、情報の交換や共有 によってお互いに協力 し合 う体制作 りが、漸 く

その機能を果たせることとなって参 りました。

本年 は当初の趣 旨を実現す る一つの方法 として、 OB、 OGを キーメ ンバ ー とす る新 しい

ロー タリー・クラブの誕生に向けて、よ り可能性のある手順などを審議いた します。

また、各委員会に繋がっているOB,OGの 人々の集い、その前提 として現役 の人々を、例 え

ば地区大会時に一堂に集 まる会議の開催 なども検討いた します。

先人の意思を若 し本年度に形にで きればこれに優 る喜びはあ りません。

夢 に向かって本会議メ ンバーー九 となって努力致すことを誓います。
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青少年活動委員会

委 員 長 泉

副 委員 長 田

委   員 北

金

「1

宮

西

水

谷

杉

土

岸

上

岡

田

(大 阪 住 吉)

(大 阪 鶴 見)

(大 阪 中 央)

(大 阪 天 王 寺)

(大  阪  東)

(大 阪 本 町)

(吹 田 江 坂 )

(寝  屋  川)

(大 阪 そ ね ざ き)

(大 阪 北 梅 田)

(大 阪 う つ ぼ)

(池     田)

(大 阪 梅 田 東)

(大 阪 中 之 島)

(大  阪  城)

中

山

本

田

次

上

崎

間

本

井

上

野

本

中

博 朗

信 明

孝 和

恒二郎

雅 輝

重 郎

博 幸

勝

庸 子

昌 換

靖 士

宏 司

晃 裕

啓 吾

俊 男

今年度は初級 ライラ (RYLA)2回 、上級 ライラ 1回 、少年少女ニコニコキャンプを 1回 、

ライラ報告会 (ラ イラワークシ ョップ)1回 、新世代 月間事前研修会 (兼 ニコニ コキャンプ

報告会)1回 、 クラブ青少年活動正副委員長会議 2回 を実施いたします。

1.ラ イラ (Rotary Youth Leadership Awards:青 少年指導者養成プログラム)

(1)初 級 ライラ ホス トクラブ :大阪そねざきRC

(秋 のライラ)   日時  :2006年 10月 7日 (土 )～ 9日 (月 )

場所  :琵琶湖バ レー

(2)上 級 ライラ ホス トクラブ :大阪そねざきRC

プレキャンプ  日時  :2006年 9月 23日 (土 )

場所  :未 定

本キャンプ   日時  :2006年 10月 7日 (土 )～ 9日 (月 )

場所  :琵 琶湖バ レー

(3)初級 ライラ ホス トクラブ  :大 阪北梅 田RC

(春 のライラ)   日時  :2007年 5月 3日 (木 )～ 5日 (土 )

場所  :大 阪府立青少年海洋セ ンター
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2.少年少女ニコニコキャンプ

小学生 4, 5, 6年 を対象 に 2泊 3日 のキャンプを実施 します。

児童たちがキャンプの共同生活 を通 じ、 また 自然 にふれ、友情や心の豊か さを養い、団結

と協力の大切 さと奉仕の精神 を体験 しなが ら学んでもらうことを目的 としています。

さらに、ホス トクラブの提唱するロー ターアク トのメ ンバーがプログラムの企画、立案、

実施 を行い、直接児童のお世話 をすることによ り、 リーダー としての研修 を積む実習の場 と

しての役割 も担 ってお ります。

少年少女ニコニコキャンプ

ホス トクラブ  :寝屋川RC

日時  :2006年 8月 4日 (金 )～ 6日 (日 )

場所  :寝屋川市野外活動セ ンター

3.各 クラブ青少年奉仕活動情報の収集 と提供

2回 実施 され ます クラブ青少年活動正副委員長会議にお きまして、各 クラブの青少年奉仕

活動情報を事前にア ンケー トし、その結果を提供 し、意見の交換 をいた します。

また、新世代月間に向けて事前研修 をおこないます。

ライラ、ニコニコキャンプの報告をいたします。

(1)新世代月間事前研修 とニコニコキャンプ報告

日時 :2006年 8月 24日 (木 )

場所 :YMCA会 館

(2)第 1回 正副委員長会議 と秋のライラ基調講演

日時 :2006年 10月 7日 (土 )

場所 :大 阪成険大学

(3)第 2回 正副委員長会議 とライラ報告

日時 :2007年 5月 12日 (土 )

場所 :未定

4.ラ イラ修了生の組織化と国際ライラヘの派遣

ライラ修了生に対 しライラの企画、実施へ参加を促すことにより、さらなる青少年指導者

の養成を目的とした組織つ くりを行う、現在「チームライラ」 として 7名 活躍いたしてお り

ますが「ライラリアン」としての立場を確立する準備を行います。

チームライラのメンバーを研修として国際ライラに派遣いたします。
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ローターアク ト委員会

委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

委   員

同

同

同

同

同

同

同

同

同

高 橋

湯 木

辻 本

疋 田

井 本

坂 田

中 北

津 本

吉 岡

山 村

岩 本

中 安

池 田

敏 朗

尚 治

一 義

陽 造

恵 章

哲 男

,青

清 次

崇

安 徳

和 久

敬 人

佳 弘

口)

阪)

大  阪)

田)

阪  北 )

阪 御 堂 筋 )

阪  南 )

阪 淀 川)

田)

大 阪 東 )

阪 住 吉 )

阪  西 )

阪 梅 田)

(守

(大

(東

(吹

(大

(大

(大

(大

(池

(東

(大

(大

(大

基本方針

本年度は、前年度の反省を踏まえて前 もってコミュニケーションを大いにとって参 りたいと

思います、そしてこの 1年 皆様 と共に頑張って参 りたいと思います。また新世代を踏まえなが

ら計画目標について考えて参 ります。そしてガバナーからのテーマを受けましてロータアク ト

に繋がる活動方針を各ローターアク トクラブに考えてもらいます。またアク トの活動を原点か

ら見つめ直し、全世界のローターアク トの模範 となりますような、各クラブの基本的な活動を

充実させることに繋がればいいと考えます。

ローターアク トクラプの会員は、 30歳 になると卒業 という規定があ り、常に新 しい会員の

補充をしなくてはなりません、会員数もピーク時から比べるとロータリー同様減少傾向にあ り

ます。今年もローターアク トクラブ正副委員長会議に未提唱クラプの青少年活動委員長に参加

して頂 きローターアク トのことを少 しでも理解 して頂きローターアク トの会員増に繋がれば良

いと思っています。そして各ローターアク トクラブに提唱ロータリークラブとの連携 した共同

奉仕活動を軸に、交流を図 リローターアク トの活動を認識していただき、会員増強に組織だっ

た協力体制を整備 していかなければならないと思っています。そのためには、地区と各クラブ

との連絡・協力関係を密にし、特にメンバーの少ないクラプの増強を計るア ドバイスを行いな

がら、個々のクラブ活動を支援して行きます。

そして、ローターアク トのOB,OGで のロータリークラプの創立を新世代委員長会議の中

で考えて実行に移したいとも思っています。

以上
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活動計画

1。 今年度はガバナーの強い気持ちの中で RI会 長賞受賞に向かっての活動計画を個々のクラブ

で取 り上げて行 くこと。

2.活動の基盤は個々のクラブであるとい う認識 を各 クラブに徹底 し、 クラブ活動の活性 を計 る。

3.ロ ーターアク トクラブの永遠の課題である会員増強を提唱ロー タリークラブと共に計る。

特 に、会員数が15名 以下のクラブには積極的に会員増強をお願いする。

4.ロ ー タリークラブとの共同奉仕活動 を推進 して、共同プロジェク トを組むことにより、 ロー

ターアク トの活動 をロータリア ンに理解 を深めて もらう。

又、未提唱ロー タリークラブにもPRを 積極的に行い、 ロー ターアク トの活動 を理解 しても

らう。

5.ロ ー ターアク ト必携、お よび 2660地 区ロー ターアク トガイ ドブ ックにより、ロー ターア

ク トの基礎知識の勉強する機会を多 く作 る。

6.ロ ー ターアク トの OB、 OG会 を充実 して、現役 ロー ターアクターとの交流 を深め、適切 な

ア ドバイスをいただき、活動の参考にしてい く。

そ して、 OB、 OG会 を通 じてロー タリークラブの結成準備 をしたい。

7.海外研修 を通 じ現地 ロー ターアクター との交流 と共同奉仕活動を通 じてロー ターアク トの国

際感覚の養成を計る。

8.ま た青少年奉仕部門の委員会 とも連絡 を密 にして、情報交換や相互協力 を計 リローターアク

ト委員会が リーダー的な役割 を果た してい く。

9.イ ンターアク ト委員会 とも協議 しなが らロー ターアク トヘの入会を勧める。

以上
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R.I

ROTARACT DISTRICT 2660

国際ロータリー第2660地区ローターアクト

2006～ 2007年度 地区行事

◎

年 月 日 曜 日 行事名 ホスト 備考

06

「
ノ

15 土 第1回RAC正副委員長会議 地区RA委員

23 日 第1回地区献血 東大阪東RAC

23 日 第1回地区連絡協議会 大阪中央RAC

29 土 第1回海外研修オリエンテーション RA地区役員

Ｏ
δ

4～ 6 金～日 ,)FDk====*r>/ 寝屋川RC
大阪府寝屋川

野外センター

12 土 第2回海外研修オリエンテーション RA地区役員

26 土 第3回海外研修オリエンテーション RA地区役員

8/31～ 9β 木～日 海外研修 RA地区役員

RI第3810地 区
(リ ーダー地区)

フイリピンタガイタイシテイ

０

ノ 10 日 全国統一アクトの日 大阪御堂筋RAC

10
7～ 9 金～日 秋のライラ 大阪そねざきRC 琵琶湖バレー

日 2640。 2660地区交流会 2640地 区RC

日 インターアクト年次大会

12 8～ 9 金～土 RC地区大会 大阪南RC

07

つ

一

10 土 第2回正副委員長会議 地区RA委員

18 日 第2回地区献血 大阪RAC

18 日 第2回地区連絡協議会 大阪西南RAC

24～ 25 土～日 第19回全ローターアクト研修会 2610地区RA
２
υ 18 日 世界RAC DAY 大阪東RAC

4 15 日 新旧理事役員研イ|夕会 枚方RAC

く
υ

3～ 5 木～土 春のライラ 大阪梅田RC 淡輪

20 日 地区年次大会 1也 田RAC
′
０ 10 日 リーダーシップフォーラム・新人研修会 大阪―淀川RAC
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インターアク ト委員会

委 員 長

副 委 員 長

委   員

同

同

同

同

田

大

上

西

谷

廣

」ヒ
r=:

中 啓

戸 道

野 昌

川 和

野 清

内

本 憲

之  (大

彦  (大 阪

也  (大

仲  (大 阪

孝  (大  阪

謙  (大  阪

司 (八

東

吉

阪

西

南

南

尾

住
　
　
　
南
　
阪

06～ 07年度 国際 ロー タリー クラブの テーマ “LEAD THE WAY''

意識 しなが ら、次 の活動 方針 を推 進 します。

◎ 活動方針

1。 当地区のインターアク トクラブは、すべて学校を基盤 としています。このため提唱各クラ

ブが各学校の実状に沿い、学校長や顧間の先生方と連携・協調 して、インターアク トクラ

ブの活動を支援 します。

2.少子化、教育環境の変化等がインターアク トクラブの活動にも影響を及ぼしています。こ

うした状況のなかでクラブの活動が学校当局はもとより、多 くのロータリアンの支持が得

られるように努めます。また、インターアク トクラブの創設に取 り組んでいただけるよう、

情報の提供などの支援をします。

3.活動計画 (地 区行事)の実施に際して、提唱ロータリークラブ・担当インターアク トクラ

プの意見を尊重 し、個性あふれるものとなるよう支援 します。

◎ 活動計画

1.地 区年次大会 (主 幹事校 )

:大阪住吉 ロー タリークラブ

:浪速中学高等学校 インターアク トクラブ

:2006年 11月 19日 (日 )予 定

:未定

(率先しよう)を

唱

当

日

場

提

担

期

会

-17-



2.海外研修 (副 幹事校 )

提 唱 :大 阪南 ロー タリークラブ

担 当 :清風学園インターアク トクラブ

期 日 :2006年 8月 3日 (木 )～ 7日 (月 )予 定

研修先 :タ イ

3.地区活動報告誌 SCRUMNo.32の 発行 (副 幹事校 )

提 唱 :大東ロータリークラブ

担 当 :大阪桐蔭中学高等学校インターアク トクラブ

期 日 :2007年 3月 予定

4.地 区新入生歓迎会 (主幹事校 )

提 唱 :大 阪住吉ロータリークラブ

担 当 :浪速中学高等学校インターアク トクラブ

期 日 :2007年 6月 3日 (日 )予定

会 場 :未定

5。 新 クラプの設立に向けて

地区内イ ンターアク トが、諸般の事情 によ り減少傾向にあることに鑑み、関係各位のお力

添 えをいただ き、新 クラプの設立 をサポー トします。

6。 会議等

ア. リーダーシップフオーラム

イ.顧問会議

ウ.地区委員会

工。正副委員長会議

オ.近隣地区合同委員会

1回

3回

3回

2回

随 時

7月 予定

3, 6, 9月 予定

3, 6, 9月 予定

3, 9月 予定

以 上
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国 際 奉 仕 部 門

国際奉仕委員会

委 員 長

副 委 員長

委   員

同

同

(大  阪  東)

(大 阪 北 梅 田)

(大     阪)

(大  阪  東)

(大 阪 住 之 江)

盛 田 三 五

宏  子

1.昨年来検討 して きた、新 たな国際奉仕活動 として RIの 発信す る情報 をイ ンターネ ッ トの

Web Site を活用 して効率 よく全てのロー タリア ンに伝達する活動の実行段 階に入ってき

たので、地区委員長会議で説明 し、実施を推奨する。

2.地 区内の約 30%の クラブが海外 との提携 クラブを持 っていないので、提携 に関する情報

を提供 し海外 クラブとの交流、友好の促進 を推奨する。

3。 WCS、 YEP両 委員会 とは共同で地区委員長会議 を開催 し、 3委員会の協力体制 をよ り

緊密化する。

彦
　
夫
　
明

吉
　
達
　
孝

井

野

村

光

島

佐

藤

乗

-19-



世界社会奉仕委員会

委 員 長 植

副 委 員 長 宮

委   員 芦

同   家

同   青

同   足

同   小

同   浅

同   簡

同   戸

同  新

村 宏一郎

里 唯 子

邊 康 徳

村 武 志

山 快 玄

立 善 信

林 澄 子

井 清 彦

仁 一

田 和 孝

谷 秀 一

(大 阪 平 野)

(茨  木  西)

(大 阪 心 斎 橋)

(吹  田  西)

(大 阪 北 梅 田)

(吹     田)

(守 ロイブニング)

(大 阪 大 淀 )

(茨     木)

(大阪ちゃやまち)

(池 田 く れ は)

ロータリークラブと地区が協力 し貧困飢餓で苦 しむ人々に対 し、生活水準を高める援助活動

を他国のロータリークラブと共に奉仕活動を行い、両国間の国際理解 と親善を深める。特に今

年度のRI会長の強調事項「水保全・識字率向上、保健および飢餓」に対する奉仕活動を中心に

86ク ラブすべてが独 自のWCS活動を行なって頂けるよう地区委員会では下記の活動を計画しま

す。

1.世界社会奉仕活動の必要性 と重要性を理解 して頂 き、すべてのクラブが独 自の活動を行っ

て頂 く為の委員長会議を2006年 7月 と2007年 3月 に行う。

2.財 団補助金の活用について、財団人道的補助金委員会 より情報収集 し、協力 し合 って

D.D.Fや W.Fを 有効的に活用して頂ける様全クラブに情報の提供を行う。

3.IM8組 単位に各委員が担当し奉仕プロジェク トの進め方や支援先等、奉仕活動に対する方

法等のア ドバイスやお手伝いを行なう。

4.独 自の奉仕活動が理由があってできないクラブに地区との共同プロジェク トに参加 して頂

けるよう呼びかける。

5。 毎月第3水曜日 (年 12回 )定例委員会を行う。

6。 今年度RI会長強調次項「水保全・識字率向上、保健飢餓」支援プロジェク トを下記の国に

調査発掘支援を行う予定。

①モンゴル   ②カンボジア   ③インドネシア   ④ タイ    ⑤ベ トナム
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青少年交換委員会

委 員 長 徳

副 委 員長 植

委   員 土

同   岡

同   武

同   三

同   西

同   葛

同   木

岡 昭七郎

田 豊 賞

田 俊 作

市 智 寿

木   優

野 博 子

尾 都志樹

村 忠 夫

(大 阪 天 満 橋 )

(箕 面 中 央)

(高  槻  西)

(大 阪 本 町)

(大 阪 鶴 見 )

(大阪イブニング)

(大阪イブニング)

(大阪ちゃやまち)

(大 阪 天 満 橋 )

井 品 三

ROTARYの 青少年交換 プログラムは、一番感受性豊かな高校生 を主な対象 としたプログ

ラムであ ります。 80数 年 もの間行われて きた当プログラムは、派遣生 と来 日生が一年間の留

学生活 を無事 に終 え、健康 に、かつ成長 して帰 って来 られるよう、事前か ら様々な準備 を行い

ます。今年度か らは派遣学生、来 日学生のフォローはもちろんのこと、英語圏だけではな く、

世界の将来を見据 え、 ヨーロ ッパ諸国 との交換 に も力 を入れてい きたい と考えてお ります。未

来の世界を担う若者が、立派な国際人感覚を持ち合わせた大人に成長する手助けをできればと

思います。

このような目標を掲げ、委員会 10名 が協力しあって、プログラムの更なる発展を目指した

いと思っております。各スポンサー・ホス トクラブの皆様方のご協力とご理解、ご支援をよろ

しくお願い申し上げます。

<基本方針、条件>

①受入 12名 、派遣学生を 11名 とする。

②受入ロータリークラブヘの補助金は60万円以上を目標とする。

③受入学生、年 2回 の宿泊旅行 (ス キー、広島)の代金として実費相当$800を 持参しても

らう。 ($300は 緊急資金、$500は 旅行費用負担 )

④派遣学生からは、プログラム参加費として 1人 当たり10万 円を徴収する。

⑤基本的に、行事参加のロータリアン、ROTEXか らは応分の負担をお願いする。
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ロ ー タ リ ー 財 団 部 門

ロータリー財団委員会

委 員 長 佐 藤 俊

委   員 井 川1 孝

同   福 家

同   溝 畑 正

同   加 藤

一  (大 阪

三  (八

宏 (八 尾

信 (東 大

隆 (八

鶴 見)

尾)

中 央)

阪 東)

尾)

ロータリー財団の使命は、「地域 レベル、全国レベル、国際レベルの人道的、教育的、文化

交流プログラムを通 じて、ロータリーの綱領 とロータリーの使命を遂行 し、かつ世界理解 と平

和を達成しようとする国際ロータリーの努力を支援すること」と謳われています。

その使命のためには奉仕活動の充実 と資金面の援助が重要であ り、奉仕活動 と資金調達は車

の両輪となっています。

この目的のため、地区には 8つ の小委員会を設けるよう推奨されています。

1。 年次寄付  2.恒 久基金  3。 奨学金 4.学 友  5。 世界平和フェローシップ 6。 研

究グループ交換(GSE)7.補 助金  8。 ポリオプラス

当地区ではすべての委員会を設置するのは現実的ではないので、 1と 2を情報増進委員会が、

3, 4, 5を 奨学金学友委員会が、 6お よび学友の一部を研究グループ交換委員会が、 7, 8

を人道的補助金委員会が担当します。

そして財団 4委員会委員長で財団委員会が構成されています。

地区ガバナーは職権上の委員として、地区内ロータリアンに対 して上記の財団プログラムと

募金に参加するよう奨励 しますが、それを援助することが当財団委員会の目的です。地区財団

委員会はロータリー財団とロータリアンの連絡役をつとめます。

また、地区ガバナーとガバナーエレクトと協議してDDFの シェアの使途を決定します。

(シ ェア会議 )

近年、地区内の会員の減少、一人当たりの寄付金の減少、そのうえRIよ り地区に戻る資金 (DDF)

が 60%よ り50%に 減額されるため、地区での財団活動資金が大幅に減少 してお り、たとえば、

国際親善奨学生の派遣数が最盛期に くらべ三分の一 まで落ち込んでいる現状 にあ ります。

このように財政的に逼迫した状況を理解していただき、積極的に協力していただけるような

財団活動を今後とも展開していきたいと考えています。
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財団情報 0増進委員会

委 員 長 井

副委員長 北

委  員 津

同  吉

同  松

三  (八     尾)

譲 (大 阪 中 之 島)

雄  (大 阪 城 南)

雄 (大 阪 西 北)

作  (大   阪  北)

川 孝

村

和 章

岡 康

本 秀

財団の4委員会と連携を密にしながら、地区各クラブの財団委員会を通 じてロータリー財団情

報を提供 し、財団活動に対する理解 と浸透に努力する。

又、寄付の増進については、各クラブが設定 している目標額を達成すべ きため、よリー層の

増進を図 りたい。

◎計画

・情報・増進委員会の開催 (年 3回 )

・地区ロータリー財団セミナー (8月 開催、各クラブ会長、財団委員長の出席 )

。ロータリー財団委員長会議の開催 (10月 )

・ロータリー財団月間、IoM。 (8プ ロック)に ての情報提供の機会を活用する。

◎地区募金 目標

・年次寄付 目標額        各 クラブの 目標額を集約 した額

・年次寄付     一人当た り 各クラブにて設定する

。ベネファクター        各 クラブ    1名 以上

。大口寄付                   1名

寄付 は今 日の財団プログラムを支えている年次寄付 と明 日の財団プログラムを安定 させ る

もの としての恒久基金の 2つ に大別 される。恒久基金の充実 を図るため、ベ ネファクター・

大口寄付の推進が重要な年 となっている。

委員会開催予定 日

8月 3日 (木 )15:00～ (ガバナー事務所)第 1回 財団情報・増進委員会

財団セ ミナーのための打ち合わせ

9月 28日 (木 )15:00～ (ガバナー事務所)第 2回 財団情報・増進委員会

財団委員長会議のための打ち合わせ

2月 8日 (木 )15:00～ (ガバナー事務所)第 3回 財団情報・増進委員会

-23-



地区財団セ ミナー

8月 19日 (土 )開 催予定

クラブロータリー財団委員長会議

10月 21日 (土 )開 催予定

ロータリー財団月間

・ロータリー財団活動の理解を深めてもらう。

・年次寄付の重要性を強調し各クラプが設定する目標額のアップにつながる情報を提供する。
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財団奨学金・学友委員会

委 員 長 溝

副委員長 梅

委  員 丹

同  柏

同  河

同   山

同  高

畑 正 信

崎 道 夫

羽 一 郎

本 義 臣

野 具一郎

下 勝 弘

田 利 美

(東 大 阪 東)

(大 阪 城 南)

(大  阪  東)

(吹  田  西)

(大  阪  北)

(東  大  阪)

(大 阪 フ レ ン ド)

1.ロ ータリー財団国際親善奨学生の選考 とオリエ ンテーション

*2008～ 09年 度ロータリー財団国際親善奨学生の募集及び選抜試験

地区財団寄付金の減少、 また地区財団活動資金 (DDF)が 50%と なったため、選ばれる奨

学生数の減少が著 しい。

この ようななかで、いかに優秀で質の高い、 ロー タリー財団国際親善奨学生 として相応 し

い候補を選ぶかがこの委員会の重要な役割 と考え、取 り組んでいきたい。

*本年選抜 された2007～ 08年 度奨学生に対 しては、3回 にわたるオリエ ンテーションを開催 し、

顧問ロー タリア ンと共に国際親善大使 としての役割 とロー タリー財団の意義 について認識

していただ く。

また、先輩である財団学友 と共にあ らゆる機会 をとらえて、 ロー タリー財団国際親善奨学

生の自覚を持 ってもらう。

帰国後はPSC(財 団学友)会員 として、 ロー タリーによる留学によって得 られた ところの

ものを社会に還元 して もらうよう指導する。

2.ロ ータリー世界平和 フェローの募集、選出

2005～ 07年 度の第4期 ロータリー世界平和フェローに当2660地 区か ら寺西悦子さんが選ばれ、

現在オース トラリア・ クイー ンズラン ド大学大学院政治国際問題研究科 ・平和紛争解決専

攻で勉学中である。2008～ 10年 度 も優秀な人を推薦 し合格 させたい。

3.ロ ー タリー平和お よび紛争解決研究 フェローの募集、選出

ロー タリー財団は教育的プログラムの一環 として、 タイ、バ ンコク、チュラロンコー ン大

学で3か 月間、紛争解決について学ぶプログラムを2006年 7月 1日 より新設 した。

本年度より取 り組みたい。

4。 国際親善奨学生の受け入れ

文化研修を目的 とす る国際親善奨学生や 1学 年度あるいはマルチ・イヤー国際親善奨学生

が来 日すれば、世話 クラブと受け入れ学校 と協力 して所期の目的を達成 したい。

5。 PSC(財 団学友)の 発展 と充実 を計るため以下の活動 を行 う。

*奨学生候補 と先輩であるPSC会 員 との交流の機会 を多 く作 り、留学に際 しての情報交換の
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場 とする。

また、メー リングリス トを通 じて よ り具体的なノウハ ウを提供する。PSC作成の留学マニ

ュアルを配布する。

*地 区ホームペー ジにア ップす るPSCだ よ りの編集、 ロー タリー財団学友名簿作成 な どで

PSCの 活動を知ってもらう。

*ロ ータリー財団月間や世界理解月間にはPSC会員の卓話を奨励 し、各クラブにもそれをPR

する。

*PSC会員の就職先や住所が当地区とは限らない。どの地区にあっても活躍できるよう他地

区の学友組織との連携を計 りたい。

*新世代による新 しいロータリークラブの創設にむけ尽力 したい。

6.地 区協議会、地区大会、ロータリー財団セミナー、クラプロータリー財団委員長会議、ク

ラブ卓話などを通 じ、当委員会の活動を広 く会員に理解 していただき、ひいては財団活動

に協力していただくよう啓蒙につとめる。

国際 ロー タリー第2660地 区2006～ 07年 度

財団奨学金・学友委員会行事予定表

2006年

7月 8日 (土) 13:00～ 16:45

18:00～

8月 6日 (日 )

8月 19日 (土 )

9月 2日 (土 )

2007年

2月 22日 (木 )

3月 3日 (土 )

13:30～ 16

11 :00^ウ 12

13:30～ 16

15:00～ 17

11 :00～ 12

13:30～ 16

17:00～ 19:00

10月 21日 (土) 13:00～ 16:30

12月 8日 (金 )～ 12月 9日 (土 )

12月 9日 (土 )地 区大会終了後

合同地区委員会

第1回 財団奨学金・学友委員会

ロー タリー財団地域セ ミナー (パ シフイコ横浜 )

地区財団セ ミナー

第2回 財団奨学金・学友委員会

第1回 国際親善奨学生オリエ ンテーション

PSC総 会

PSC主催奨学生歓迎会

クラブロー タリー財団委員長会議

地区大会

第3回 財団奨学金・学友委員会

PSC例 会

PSC主催帰国奨学生報告会

ロー タリー財団委員会 (シ ェア会議 )

第4回 財団奨学金・学友委員会

第2回 国際親善奨学生オリエ ンテーション

PSC例 会

PSC主 催懇親会

:30

:00

:30

:00

:00

:30

17:00～ 19:00
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4月 14日 (土 )

4月 15日 (日 )午 後

5月 15日 (火 )

6月 3日 (日 )

6月 17日 ～20日

6月 30日 (土 )

17:00～ 19:00

9:00～ 17:00

11 :00～ 12:00

13:30´～16:30

17:00～ 19:00

地区協議会

2008～ 09年 度奨学生第1次試験 (小論文 )

第5回 財団奨学金・学友委員会

国際親善奨学生第1次選考会

2008～ 09年 度奨学生第2次試験 (面接 )

国際大会 (ア メリカ・ユ タ州 ソル トレイクシティ)

第6回 財団奨学金・学友委員会

第3回 国際親善奨学生オリエ ンテーション

PSC例 会

PSC主 催奨学生歓送会
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研究グループ交換委員会

委 員 長 加

副 委 員 長 田

同   野

委   員 吉

同   吉

同   武

同   松

同   新

隆  (八

治  (大

勝  (箕

江  (東

英  (大

郎  (大

雄  (大

一  (池

尾)

阪 西 北)

面 中 央)

大 阪 東 )

阪)

阪  南)

阪 天 王 寺)

田 く れ は)

藤

中 潤

村 正

崎 広

川 邦

田 太

井 隆

谷 秀

(1)交換組合せ

国際ロータリー第 2430地 区 (ト ルコ アンカラ地区 )

(2)期 間 (4週 間)

①受入

2007年 3月 23日 (金 )関 西国際空港到着

2007年 4月 20日 (金 )関 西国際空港発

②派遣

2007年 5月 7日 (月 )ト ルコ着

2007年 6月 4日 (月 )ト ルコ発

(3)活動計画の基本

①派遣チームは、実業に従事する25-40才 の団員4名 にロータリアンである団長の5名 で

構成する。

団員、団長は地区内に公募 し、特に団員は委員会全員で面接 (ガバナー、ガバナーエ

レク トを含む)を 行い、決定する。面接は英語で原則行い、英会話力、職業研修の目

的意識、国際親善大使としての理解 と自覚をポイントして行う。

公募は 7月 初めに全クラブに行い (地域への公募はクラブに任せる)、 8月 中旬に募

集しめきり、 9月 初めに面接、選考を行う。

②交換相手GSEチ ームの受入は、 IMの組分け (1/2、 3/4、 5/6、 7/8組のペア

リング)に したがって夫々1週 間を担当してもらい、出来る限 り多 くのRCの 参画で国

際友好親善プログラムを体感してもらい財団活動に対する理解 と協力を推進する。

具体的には週毎の受入実行委員会システムを組織 し、各週のホームステイ受入家庭の

決定、職業研修、一般研修、例会への招待等のプログラムを策定してもらい、全体受

入実行委員会でプログラムの重複を調整し、最終プログラムを作成、実際の受入にあ
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たっては毎 日のプログラムのスムーズな進行を確認してもらう。

地区委員は夫々の IM組のサポー トを行いプログラムの計画、実施がスムーズにいく

ように補佐する。

プログラムは 国際交流に基づ く一般研修の他、職業研修 (団 員の職業に関する研修

プログラム)、 ロータリアンとの交流プログラム (例会への招待とプレゼンテーション)

を中心とします。

滞在は国際親善友好プログラムなので、ロータリアンの家庭でのホームステイをベー

スとする。 団員一人  1週 間 1家庭でのホームステイとします。 (つ まリチーム

5人、各週 5家庭、 4週 間で 20家庭のホームステイ受け入れが必要 )

全てのプログラムを通 じて国際親善・友好、財団プログラムの楽 しさを体感頂き財団

への理解と更なる協力を促進することを第1義 とする。

(4)主 な日程

①派遣

7-8月 中に地区内に団員、団長募集

9月 初めに団員選考

12月  派遣チーム第1回 オリエ ンテーション (以 後委員会、GSE アルムニ会でオリエ

ンテーション、情報提供を行う)

4月 中旬 派遣チーム壮行会

5月 派遣 (5月 7日 トルコ着 )

6月 帰国 (6月 3日 2430地 区地区大会出席、 6月 4日 トルコ発 )

6月 中旬から下旬 帰国歓迎・報告会

②受入

11月 末-12月 初め 受入実行委員会開催 (以 後4回 程度開催 )

2月 中旬 受入プログラムを決定 し、 トルコに連絡すると共に、受入スケジュールの英

文、日本語のパンフレットを作成する (3月 初めには地区全クラブに配布する)

3月 初旬 受け入れホス ト家庭へのオリエンテーション

3月 末  トルコGSEチ ーム来日 (3月 23日 (金 )関空出迎え、24日 (土 )GSEア ルムニ

会主催歓迎会、25日 (日 )地区公式歓迎会 )

4月 末 トルコチーム帰国 (4月 19日 (木 )地区公式歓送会、20日 (金 )関 空発 )

(5)GSEア ルムニ会

① 目的 GSE元 団長、団員 (PSC)の 互恵 と親睦を目的とし、地区GSE委 員会の活動に

協力する。

②活動

地区GSE活動に協力する。

派遣チームに対 しては、経験に基づ く情報提供、助言を行い、地区主催の歓送迎会に

参加する。
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受入 にあたっては、受入チームの時差解消 日のアテ ン ドと、大阪市内観光や交通機関

の利用の仕方を教え、アルムニ単独開催の歓迎会で 来 日チームに心のゆとりを与える。

地区主催の歓送迎会にも参加 し、職業研修や一般研修にも必要に応 じて協力する。

PSC、 RAC、 YEと の交流 を自主的に推進 させ る。

地区GSE受 入に際 しては 積極的に情報を流 し、協力や歓送迎会への参加 を要請する。
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財団人道的補助金委員会

委 員 長

副 委 員長

委   員

同

同

同

辻 川1 功 一

寺 本 美津子

山 本 雅 昭

(八 尾 中 央)

(八     尾)

(大 阪 御 堂 筋)

(大 阪 中 央)

(大 阪 そ ね ざ き)

(大  阪  北)

宏
　
一
一　
介

憲
　
陽

家
　
井
　
津

福
　
横
　
岩

2

活動計画

◎多 くのクラブに補助金の利用方法を周知いただき、補助金の利用率が高まるよう努力する。

・財団地域セミナーハ ンドブックの存在を全会員に認識していただく

・補助金利用プロジェク ト実施に当たっては必ずこのハ ンドブックを読んでいただく

。ウェブサイ トの活用を呼びかける

1.2005～ 06年 度、2660地 区に配分 されたDDFの 内、人道的分野で利用で きる金額 は

$115,000で 、内訳は下記の通 りである。地区財団セミナー、地区財団委員長会議、地区世

界社会奉仕委員長会議などを通 してまた地区のウェブサイ トも紹介して、多 くのクラブの

人道的活動に有効かつ公平に役立つよう広報し支援する。

地区補助金 (DSG)           $55,000
マッチング・グラント (MG)へのDDF   $60,000

合  計                 $115,000
人道的分野の補助金は、地区補助金、マ ッチ ング・グラン ト、ボランテ ィア奉仕活動補助

金 (個 人向け補助金が改名された)、 3H補助金の4つ 。 (3Ⅱ 補助金 :保 健、飢餓追放およ

び人間性尊重のための補助金 )

(1)地 区補助金 (District Simplified Grant)DSG財 源はDDF

主 として国内の地域社会への奉仕活動 〓社会奉仕  に対す る補助金。一方 ロー タリ

―クラブが存在 しない国への支援にも利用できる。ただし米国資産管理局制裁下に

ある国 (ミ ャンマー、北朝鮮 )に は使 えない。 クラブは補助金 を使用す るに相応 じ

いプロジェク トを立案 して所定の地区補助金 申請書 を地区に提 出 し、地区の審査 を

経たうえ補助金の授与 を受ける。クラブはプロジェク ト終了後2ヶ 月以内に所定の最

終報告書 を領収証 コピー、プロジェク トの写真 とともに提 出することが義務付 け ら

れている。

今年度は1件 あた りの補助金をクラブの資金の うち補助金の授与可能の部分に対 して

同額 を補助 し、 1ク ラブあた りの上限を$2,000と する。 (た だ しプロジェク トの内容

によっては柔軟に対応する)
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(2)マ ッチング・グラント (Matching Grant)MG財 源はWF(DDFを 付加できる)

援 助 を必 要 とす る外 国 の地域 社 会へ の奉 仕 活 動 =世 界 社 会奉 仕 (World

cOmmunity service:WCS)を 行う時に利用できる補助金。 (DDFを使用すると

補助金は大きくなる)

MGを 利用するには被援助国にロータリークラブが存在 していなければならない

・授与することのできるマッチング・グラントは$5,000～ $25,000(通 常はこの範囲

で申請 )

。大ロマッチング・グラントは$25,001～ $150,000だ が競争制

クラブは補助金を使用するに相応 しいプロジェク トを立案 してDDF使用願いとマ ッ

チング・グラント申請書のコピーを当委員会に提出。当委員会と地区WCS委員会の

審査を経てRI日 本事務局財団室に提出してロータリー財団の承認を得た上、補助金

の授与を受ける。

今年度は1件 あた りのDDFの 上限を$5,000と する。 (た だしプロジェク トの内容に

よっては柔軟 に対応する)

(3)ボ ランティア奉仕活動補助金 (個 人向け補助金が改名 された)財源はWF

2005-06年 度は一時停止 されていた。2006-07年 度か ら復活 したが名称 と内容が変

更 された。

・ WCSプ ロジェク トの計画を援助するために海外 に赴 くロー タリアンの旅費

・個人に対 して一律$3,000最高 5名 までのチームには一律$6,000が支給 される

。最低滞在 日数はプロジェク ト実施地において10日 間

。申請書 は出発 に先立つ 3ヶ 月前 までに受理 されねばな らず、出発 に先立つ 2ヵ 月

前 までに承認 されていなければならない

。旅行の手配は出発の45日 前 までに国際 ロー タリー・ トラベルサー ビスを通 じなけ

ればならない

。新 しくなった申請書 ・手続 き方法 な どは2006年 6月 第 1週 目にダウ ンロー ド用 に

ウェブサイ トに掲載 される ?(6月 15日 時点で未掲載 )

(4)3-H補 助金 (保健、飢餓追放および人間性尊重補助金)財源はWF

(Health,Hunger and Humanity Grants)3-HG

単独のクラブまたは地区が独力で実施するには大きすぎるような、長期的、自主自助、

地域みずから参加するようなプロジェクト。金額が大 きく、制約も多い。

(利 用を考慮されるクラブには前もって人道的補助金委員会に相談いただく)

3.委員会開催予定日

7月 27日 、 9月 14日 、 11月 9日 、 1月 18日 、 3月 8日 、 5月 10日

【7月 27日 (木 )1月 18日 (木 )は WCSと 合同】

4.地 区補助金審査委員会開催予定日

7月 27日 、 9月 14日 、 11月 9日 、 1月 18日 、 3月 8日 、 5月 10日
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米 山 奨 学 部 門

米山奨学委員会

委 員 長 北

副 委 員 長 岡

委   員 池

同   奥

同  磯

同   青

同   北

同   村

同   笠

同   野

(大  阪  南)

(大 阪 淀 川)

(大 東 中 央)

(千     里)

(大 阪 東 淀)

(大 阪 西 南)

(東 大 阪 東)

(大 阪 中 之 島)

(茨     木)

(大  阪  西)

川

田

田

谷

田

木

川

橋

原

村

哲

義 昭

文 治

英 夫

郁 子

達 也

忠 嗣

義 晃

隆之介

泰 弘

○活動方針

①奨学寄附金の確保充実を計る。

②奨学生の選考。

③奨学生に対する充実した指導や助言を行い、奨学生と世話クラブ及びカウンセラー、そ

して留学生該当大学との円滑なコミュニケーションをはかれるよう協力調整する。

④学友 (関 西)と の連絡及び連携の充実にあたる。

○ 活動計画

I募金 目標

。一人当 り 2万 円 (普通寄付 と特別寄付の合計額 )

①普通寄付 一人当り5千円以上お願いする。

②特別寄付 クラブ会員の全員が米山功労者になる様協力要請する。

Ⅱ2007学 年度米山奨学生選考試験

①ロータリアンが望む優秀な奨学生の採用をする為に面接に重点を置き、更には、公平公

正な採用基準を確立し定着化させる。

②申込期間    2006年 10月 1日 から10月 15日 (予 定)

③書類選考    2006年 11月   地区委員に依る資格審査と申込書チェック
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④書類選考会議

⑤面接試験

⑥最終選考会議

Ⅲ ①年 1回 開催するカウンセラー研修会を定着させる。

②地区委員と大学との情報交換会の開催

③「米山の現況と地区活動」についてのPR。

④地区米山奨学委員研修会の実施

Ⅳ ①米山奨学生終了者のネットワーク作 りがほぼ完成したので、各クラブにその有効利用を

報告していただく。

V 2006年 度米山奨学生 (2006年 4月 ～ 2007年 3月 )

継続受給者       4名

新規奨学生      35名

クラブ米山奨学生    0名

計 39名

2006～ 2007年 度地区米山奨学委員会年間行事予定表

日  時 行  事 場   所 内容 と参加者

7月 21日 (金 )

午後 2時-4時
大学担当事務官との

協議会
大阪薬業年金会館

大学内の選考方法や希望

を聞き、奨学会の方針 を

説明地区委員会のみ

8月 25日 (金 )

午後 2時-4時
米山奨学委員長―

カウンセラー研修会
大阪薬業年金会館

奨学生 との接 し方お よび

従来の問題点の討議

米山奨学委員または

カウンセラー出席

10月 米 山月間 各 クラブ 奨学生の卓話 (30分 )

10月 15日 (日 )

午前 10時一午後 4時
宝塚歌劇の観劇 宝塚劇場 (予 定 ) カウンセラー同伴

1月 14日

午前 9時 30分一午後 4時
面接試験 大 阪 YMCA

G,PG,GE,GN
地 区委員 (全 員 )

1月 26日 (金 )

午後 1時
次年度奨学生の合否

最終決定
ガバナー事務所 ガバナーと地区選考委員

2月 4日 (日 )

午前 11時 30分一午後 3時
歓送会

厚生年金会館or

ヴィアー レ大阪

終了証書 と記念品授与

大学指導教官

カウンセラー同伴

5月 オリエ ンテーション 未 定
新規奨学生の心得指導

カウンセラー同伴
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地 区 大 会

委 員 長    平

幹  事     鈴

プログラム委員長 武

英 信  (大   阪

慶 一  (大  阪

太 郎  (大   阪

木

田

南)

南)

南)

【日程・開催場所及び内容】

第 1日 目 2006年 12月 8日 (金 )

*於  :大阪国際会議場  12階 『特別会議場』

内容 :会長・幹事懇談会

*於  :リ ーガロイヤルホテル『光琳の間』

内容 :RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

第 2日 目 2006年 12月 9日 (土 )

*於  :大 阪国際会議場  5階 『メインホール』

内容 :本 会議

【登録について】

当日の参加者の登録 とする。

参加者登録は一人 7, 000円 、地区資金は在籍会員数一人 5, 000円
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ロ ー タ リ ー の 友

地区委員 木 村 芳 樹  (大  阪  南)

ロータリーの友委員会主催の合同会議への参加

ガバナーおよび地区内の会員 との意志疎通 を図る

ガバナーおよび雑誌委員長・委員、各委員会、そして地区内会員から広 く意見を求め、合同

会議その他で発表します。また『ロータリーの友』に関するすべての情報をガバナーに文書

または回頭で報告します。

地区における役割

『ロータリーの友』誌およびその出版物や事業への理解を深め広 く機会を求めて、地区内の

会員への広報、並びに利用促進活動につとめます。その主たる目標は、

①地区大会、地区協議会など地区内各会合に参加し、関連委員との連絡を密にし、地区の状

況を「ロータリーの友」にレポー トします。

②ガバナー月信、地区ホームページを通じて『ロータリーの友』に関する情報を提供します。

③地区、またはクラブのロータリー情報委員会、情報・広報委員会、雑誌委員会、会報委員

会など関連委員会と連絡を密にし、ニュース源や協力者を確保します。

刊行物の編集 に参画

「地区のたより」 地区内ロータリー活動における奉仕の考え方や事例、会員相互の親睦と

融和に関するスペースを提供して、他地区の会員に情報を提供するという『ロータリーの友』

発行の趣旨に基づき、年一回編集を担当します。2660地 区では、2006年 11月 号に掲載の予定

です。地区での奉仕活動の理論や具体例についてガバナーと相談の上「地区の便 り」に出稿

します。
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合同会議 (委 員長・副委員長・特別顧問・顧問・常任委員・地区委員)に 出席 します。予定

者段階では5月 8日 に新旧ロータリーの友地区委員合同会議があり、引き継 ぎがおこなわれま

した。年度内では 7月 1日 に上記メンバーに今年度ガバナー、新旧RI理事、エレク トも出

席する合同会議が開催されます。後、 11月 、 3月 、 5月 の第 2月 曜日の計 4回 開催されます。



財 務 委 員 会

委 員 長 湯 浅 光 章 (大

委  員 松 尾 雅 明 (大

同  北 野 紀 之 (池

会  計 飯 井 克 典 (大

南 )

西 )

田)

南 )

(予 算編成方針 )

地区予算の緊縮化を図ろうとされたここ数年の財務委員会の努力を踏襲し、さらなる支出の

削減を目標にしました。ガバナーの「2006-2007年 度2660地 区運営・活動方針」についてご報

告のとお り、各クラブが主体であることを認識 しての、地区活動の効率化と予算の削減を基本

にいたします。活動規模については効率化を求めながら継続性を保ち、各クラブの負担を増加

させないことを前提 とするため、先人の築いてこられた財源を有効に利用させていただくこと

を諮問委員会の委員の皆様 ともご相談の上、赤字予算で臨むことにいたしました。その結果、

前期より引き継いだ地区運営資金・地区活動資金の繰越金を本年度より5年 をめどに使用させ

ていただくことにいたしました。さらに、本年度においても地区会員の減少が予想されること

から、前年度比100名 減の4,000名 の会員数を基に収入を想定しましたが、各委員会のご理解 と

ご協力により支出の削減に努めていただいたこと、および前述の諮問委員会のご認可を条件に、

繰越金を 5年程度にわた り利用させていただ くことにより、 1人 当 りの負担金は前年度と同額

の22,000円 で予算を編成することができました。

各会計の内容は以下の通 りです。

○地区運営資金

地区運営費の削減は過去からの先輩方のご努力により十分に進んでいることから、前年の

規模を再度見直し予備費等、従来よりの予算精度を上げることを目指 したうえで、1百万円の

繰越金の使用をお許しいただき、結果 1人 当りの負担金は9,500円 を守ることが出来ました。

○地区活動資金

各委員会に対 し、前年度予算のなかの予備費の削減および正確な予算策定を要請し、検討

していただきました。特に青少年交換委員会での予算削減努力、青少年活動委員会 。ローター・

アク ト委員会等の地区活動の実質地区予算計上を実施 し又、RI規定審議会派遣費用を積み立

てる等の予算増加 とともにIM広 報活動を推奨するため本年度も各IMへ の補助金を継続 して

計上しました。正確な予算策定の結果、予備費は出来うる限り地区財務委員会で一括計上し、

阪
　
阪
　
　
　
阪
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より弾力的な運用を図っていく事 とさせて頂 きました。会員数の増加が見込めない昨今の状

況を踏まえ、又前年までの各委員会の削減努力の結果である繰越金より約 4百万円の使用の

お許しを得、 1人当りの負担金は前年と同額の7,500円 とする事が出来ました。

○地区大会資金

地区大会資金を特別会計 とし、前年度の繰越金は地区大会への支出に充当しますが、運営

努力で繰越金については出来うる限 り次年度へ繰 り越すべ く、また 1人 当 りの負担金は5,000

円に据え置いております。

○地区基金

前年度繰越金について特別の使途は予定してお りませんが、地区基金によリー層の財務の

健全化を図るため、一定の条件の範囲内で諮問委員会での検討 と承認を前提にのみ、ガバナ

ーの責任による出金を可能にすることとし、当基金は前年度繰越金20百万円で固定すること

を検討しています。

○地区広報活動基金

前年度繰越金について、これを全て活動基金に組み入れ全体の広報活動 として運用 してい

く所存であ ります。

(活動方針 )

(1)各 クラブ主体による地区活動の効率化 と予算削減

(2)基金勘定・特別会計の整理統合による予算の明瞭性の確保

(3)予算の精級化による予備費の一元管理と機動的対応

以上の 3点 により地区会計の健全性に努めてまいります。
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2005～2006年度 国際ロータリー第2660地区

地区資金・特別会計・地区基金会計予算
2006年 7月  1日
20071巨 6月 30日

特別会計

(単イ立:円 ) 1.地 区大会資金

白

至

地区運営資金

【収入の部

地区活動資金

(単 円) 【収入の部】
(単位 :円 )科 目 金  額

1.地区資金 9,500円 ×4,000名 38,000,000

2.RI助成金 2,000,000

3.雑収入 2,800,000

収 入 合 計 42,800,000

科 目 金  額

1.地区資金 7,500円 ×4,000名 30,000,000

2.地区広報基金振り戻し 2,718,362

収 入 合 計 32,718,362

科 目 金  額

前期繰越金 ∩

Ｖ

地区資金    5,000円 ×4,000名 20,000,000

地区大会会計ヘ 20,000,000

次期繰越金 （
Ｕ

科
日
口 金  額

A.負担金

1.ガバナー会   200円 ×4,000人 800,000

2.ロータリー文庫  300円 ×4,000人 1,200,000

3.平和奨学生支援協力金 15円 ×4,000人 60,000

/」ヽ 計 2,060,000

B ノ、
アヽ議費

1.地区チームLTS 70,000

2.会長エレクトTS 800,000

3.地区合同委員会 1,000,000

4.財団セミナー 450,000

5.DGPGGE会 議 1,000,000

6.G補佐。地区幹事会 50,000

7.GE国際協議会 730,000

8.予備費 100,000

/1ヽ 計 4,200,000

C.ガバナー事務所費 31,480,000

D.ガバナー月信費 5,500,000

E.ガバナー補佐経費 300,000

F.直前DG記念品 100,000

G.総予備費 160,000

支 出 合 計 43,800,000

年度収支差額 -1,000,000

前 期 繰 越 金 5,753,469

次 期 繰 越 金 4,753,469

【支出の部】

ガバナー事務所経費

2.米 山奨学生活動費

委員会 :米山奨学委員会

委員長 :北 川 哲

(単位 :円 )

3.世界社会奉仕基金

委員会 :世界社会奉仕委員会

委員長 :植 村 宏 一 郎

(単位 :円 )

4.RI規定審議会派遣積立金 [新設]

(単位 :円 )

地区基金

(単位 :円 )

地区広報基金

(単位 :円 )

当広報基金は、本会計 (地区活動資金)に組み入
れること致しました。

作成 日 2006年 4月 20日

承認 日 2006年 4月 22日

ガバナー     岩 田

地区財務委員長   湯 浅

地区会計     飯 井

(単位 :円 )

造

章

典

宙

光

克

科 目 金  額

(財)米 山記念奨学会より 2,700,000

米山活動費 2,700,000

次期繰越金 ∩

ｖ

科 目 金  額

前期繰越金 3,223,404

次期繰越金 3,223,404

科 目 金  額

前期繰越金 200,000

地区活動資金繰り入れ 850,000

実際派遣事業 1,050,000

次期繰越金

目科 金  額

A.地区委員会活動費

1.DG指名 (委 ) 50,000

2.意義ある業績賞 (委 ) 30,000

3.クラブ奉仕部門

クラブ奉仕 (委 )

拡大・増強 (委 )

400,000

情報。広報 (委 ) 50,000

4.職業奉仕部門

職業奉仕 (委 ) 100,000

5。 社会奉仕部門

社会奉仕 (委 ) 700,000

6.青少年奉仕部門

新世代合同委員長会議 10,000

青少年活動 (委 ) 8,000,000

ローターアクト(委 ) 5,420,000

インターアクト(委 ) 2,280,000

7.国際奉仕部門

国際奉仕 (委 ) 100,000

世界社会奉仕 (委 ) 413,000

青少年交換 (委 ) 8,215,000

8.ロータリー財団部門

ロータリー財団(委 ) 100,000

財団情報。増進 (委 ) 50,000

財団奨学金。学友 (委 ) 1,200,000

研究グループ交換 (委 ) 2,000,000

財団人道的補助金 (委 ) 100,000

9。 米山奨学部門

米山奨学 (委 ) 430,000

科 目 金 額 l 1 10.RI規 定審議会派遣積立金 850,000

1.家賃・光熱費 4,500,0001 1 11.予 備費 3,300,000

2.給料。手当 ガヽ 計19,000,000 I I 33,798,000

3.福利費 2,00_0,0001 L_B.RI会 長DG強調事業費 500,000

4.コンピューター関係費用 300,0001 i C.I.M.広報活動蒲助金 2,400,000

5.DGGE交通会合費 支 出 合 計600,000 | 36,698,000

6.印昂」費 1,400,000 | | 年度収支差額 科 目-3,979,638 I I 金  額

7.通信費 前 期 繰 越 金1,500,000
l

21,780,892 前期繰越金 2,718,362
8.文献費 次 期 繰 越 金1oo,o00 I I 17,801,25」 1 地区活動資蚕繰り入れ 2,718,362
9.事務用品費 800,000 次期繰越金 ∩

）

10。 什器備品費 200,000

11.雑費 1,000,000

12.予備費 80,000
ノヽ
日 計 31,480,000

科 目 金  額

前期繰越金 20,000,044

次期繰越金 20,000,044

ｌ
ω
Ｏ
Ｉ

2005年 7月 期初 2005年 12月 末

クラブ数 86クラブ 86クラブ

会員数 4,147名 4,177名
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